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 本学創設者たる桂太郎の志を礎と学びの理想を近代国家
建設の 原動力たる「草莽の士」を育んだ幾多の私塾に求
め、健全な世界 観と国家観、透徹した歴史観と倫理観を
磨き、豊かな「公共精神」 と「開拓精神」をもつ次代の
牽引役たる俊英を育成し、もって、 国家の発展と繁栄な
らびに、世界の平和と安寧に資する。

塾 是

塾 訓

一、謙虚に「知」を求め、高潔なる品性を養え。

一、「真実」を探求し、「正義」を貫徹せよ。

一、国・故郷を愛し、家族・親を慈しめ。

一、進取の精神を忘れず、新たな挑戦に努めよ。

一、卓越した識見と国際的な視野を涵養せよ。

一、「志」を重んじ、「礼節」をわきまえよ。

一、公のため、私心を捨てて献身・奉仕する勇気をもて。

一、先人に感謝し、師弟・知友を慕い、「人」として生きよ。

桂太郎塾は日本の将来を背負って立つリーダーやスペ

シャリストを育てることを目指して、志ある学部生を

選抜し、通常授業の他に、特別教育を行うというプロ

グラムです。

山口県生まれ。台湾総督、陸軍大臣、内務大臣、文部大
臣、大蔵大臣、侍従長、内大臣、外務大臣、内閣総理大
臣等を歴任。1900年、台湾協会会頭として台湾協会学校
（後の拓殖大学）を創立し、初代校長に就任。

桂太郎



人それぞれ人生にはターニングポ
イントがあります。その時、何を
選ぶのか、それとも何もしない
か。その後の人生は大きく変わっ
てきます。桂太郎塾は人生を変え
るターニングポイントの1 つで
す。ぜひ一緒に頑張りましょう。

塾頭 丹羽 文生

　創設者の桂太郎公爵は、幕末期に長州藩で数々の英傑を
世に輩出した学舎「松下村塾」を開いた吉田松陰を敬慕し
ていました。その死去に際しては、遺言で自らの墓地を松
陰の霊域に求めたほどです。そんな桂公爵の志を胸に、現
代版「松下村塾」を究極の理想に掲げ、平成21年4月、「桂
太郎塾」が開塾しました。本塾は、建学の精神に基づき、
あらゆる分野においてオピニオンリーダーになりうる俊英
を養成し、国家の発展と繁栄、世界の平和と安寧に資する
ことを目的としたものです。グローバル化が急速に進展す
る中で、次代の日本を担うリーダーには、「人種の色と地
の境 我が立つ前に差別なし」と本学の校歌にも謳われてい
る通り、自国を愛し、他国を敬う態度を養うことが求めら
れています。偏狭で排他的なナショナリズムやイデオロギ
ーを捨て、自己主張のみに陥ることなく、相手を受け入れ
ようとする柔軟性、協調性、バランス感覚を持ったリーダ
ーを育成することで、新しい時代の要請に応え、社会変革
の原動力となることを目指していきたいと思います。

アイコ

塾長 森本 敏
拓殖大学顧問

塾長補佐 名越 健郎 塾頭補佐 野村 明史

吉田松陰は「志定まれば気盛ん
なり」との言葉を残しました。
「志」とは、 心に決めた目標
に向かって突き進もうとする気
持ちです。みなさんの志を応
援し、それを実現すべく全力で
サポートします。

専門　 ロシア研究・
メディア論

中東政治・
イスラーム研究

指導教員のご紹介

政治学・日本外交史 専門　 専門　

ドイツの作曲家ベートーベンは
「苦悩を経て歓喜へ」という有
名な言葉を残しています。学生
時代は大いに学び、苦しむこと
で将来得るものも大きいと思い
ます。「桂太郎塾」での体験
は、社会に出て必ず役に立つで
しょう。

大学院国際協力学研究科特任教授政経学部教授 海外事情研究所助教



桂太郎塾プログラム

他の学部学科の塾生と学ぶゼミナール

当代一流の知識人・有識者による講義などを実施

政治家やジャーナリスト、起業家など毎年、一流の講師の方を迎え、政治や経済、
宗教など様々なテーマで約 90分間の講義を受けます。講義終了後には、質疑応答の
時間が設けられているため、より自分自身の興味や関心を深めることができます。 

これまでの主な講師 

安藤桃子（映画監督）、木村文（元朝日新聞マニラ支局長）、小島誠二（元駐タイ・パキスタン大使）、
田畑善朗（（株）アール・エフ・ラジオ日本代表取締役会長）、長島昭久（衆議院議員）、火箱芳文
（第32代陸上幕僚長）、増田寛也（野村総合研究所顧問・元総務大臣）、宮家邦彦（内閣官房参与）　他

【講義テーマ】
・地球規模課題と「人間の安全保障」　 ・仏教とは、何ぞいや
・ウクライナ戦争と中東情勢　　　　　 ・激変する国際情勢と日本人の意識
・雇われない生き方の勧め 他

ゼミナールでは日本・世界の問題や時事的な話題をテーマに、討論、論文発表等を
行います。塾生たちが主体となり、それぞれの論議、意見を考察し議論を深めま
す。課題に対する準備力、探究力、考察力、発信力、質問力が磨かれます。そのほ
か、推薦する書籍をプレゼンして対抗する、ビブリオバトルも行っています。 

【ゼミナールテーマ】
・世界から核兵器はなくなるのか？　 ・人間にとって宗教は必要か？
・民主主義は完全か？　　　　　 　　・資産運用は行うべきか？　他



塾生代表
政経学部経済学科３年
餅原 匠さん

先輩からのメッセージ

塾生代表
政経学部経済学科３年
餅原 匠さん
桂太郎塾の塾訓の一つに「卓越した識見と
国際的な視野を涵養せよ。」とあります。
現代社会は、国際紛争や環境問題など、目
まぐるしいスピードで変化するとともに、
私達もまた時代の転換点にいるのです。桂
太郎塾では、学外講師の先生による特別講
座や、集団討論、論文発表などを行いま
す。これらは決して楽なものではなく、時
には壁に突き当たることもあります。しか
し、本塾での学びが、時代を先読みできる
洞察力と、行動力を養うことに繋がりま
す。ぜひ、皆さんも桂太郎塾を通じて、現
代社会をリードする視野、視座を広げてみ
てください。

桂太郎塾第９期生
政経学部経済学科2019年度卒

日刊工業新聞社勤務
大川 武輝さん

桂太郎塾での経験は今の仕事に直結してい
ます。取材をする際には必ず事前に準備を
します。全く知らない業界を取材すること
も多々あるからです。そこで役に立つのは
桂太郎塾で行われたディスカッションで
す。生半可な知識ではついていけません。
桂太郎塾ではテーマに沿った本を必ず最低
３冊は読むように指導されました。要点を
掴む技術・学習方法・その取り組み姿勢の
基礎を学べたことは、私にとってかけがえ
のない財産です。厳しい環境に身をおいて
こそ人間は成長すると思います。ぜひ、勇
気を持って一歩踏み出しチャレンジしてみ
てください。
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お問い合わせ

対象 　全ての学部 1年生・2年生（入塾時 学部2年生・3年生） 
定員   15名程度 
場所   文京キャンパス 国際教育会館（F館） 
期間と日時 8か月間（ 5月から12月頃まで 10週開講 ） 土曜日　

受講料 無料

   講義 10：30－12：00 / ゼミナール 13：00－14：30 
   内容 
  【講義】当代一流の知識人や有識者による講義などを実施 
  【ゼミナール】論文発表・集団討論などを実施 

概要

申込方法 　志願票と小論文を記入し、研究支援課へ提出
申込期間　（郵送）2022年11月5日（土）～ 11月22日（火）

試験日時　 2022年12月10日 土曜日 10：00～
場所　　　 拓殖大学文京キャンパスＦ館
選抜方法　 書類審査、面接

　　　　　　   （窓口※文京のみ）2022年11月5日（土）～ 11月25日（金） 

入塾試験について

東京都教員、山梨県教員、神奈川県教員、札幌市役所、秦野市役所、
いわき市役所、大館市役所、陸上自衛隊 (幹部候補生)、 日本年金機
構、野村証券 (株)、(株) 東日本銀行、JR東日本 (株)、富士急行
(株)、(株) AIRDO、大東建託 (株)、（株）ゼンショーホールディング
ス、(株）関東マツダ、（株）スリーボンド、自由民主党本部、(株)
日刊工業新聞社、中央大学大学院、上智大学大学院、拓殖大学職員、
その他 ( 起業等 )

修了生のおもな進路

本塾に関すること

研究支援課（文京キャンパス）
112－8585
文京区小日向3-4-14
03-3947-7595
katsurajuku@ofc.takushoku-u.ac.jp

先生に質問したいこと

塾頭補佐　野村　明史
anomura@ofc.takushoku-u.ac.jp


